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動　　　向

　検診車による子宮がん検診は、昭和４３年度から県
の委託事業として開始され、昭和４７年度より横浜市
からの委託も開始された。昭和５８年度からは老人保
健法施行に伴い実施主体が市町村に移行し現在に
至っている。なお、平成１７年度から横浜市の車検診
は休止している。
　神奈川県予防医学協会では県下市町村からの依頼
に基づき検診車を配車し、現地で問診と細胞採取を
行い、協会検査センターで、細胞診断と検査成績の
作成・通知・追跡管理を行っている。
　精度管理向上のため、子宮がん車検診検討会なら
びに報告会を行っている。「子宮がん車検診実施検
討会」は、検診に協力している県下の北里大学・東
海大学・横浜市立大学・聖マリアンナ医科大学・日
本医科大学武蔵小杉病院の産婦人科医師、県立がん
センターの医師ならびに協会細胞診センター医師と
技師で構成されている。検討会では毎年度の検診実
績を検証し精度管理の維持・向上に努めている。
　集計結果は県産婦人科医会役員に報告会を開催し
て報告し県下の子宮がん検診の普及と精度向上に寄
与している。
　また、車検診実施総計が２００万例に達したことか
らこれらの実績は内外の学会にも報告し、国際的な
子宮がん検診の精度向上に活用されている。

子宮頸がん検診結果

　２００７年度の車集検受診者の総数は２０，１１７名で、昨
年度の実績より１，１６４名増加した。本年度も受診間
隔が２年に１度に変更された影響が懸念されていた
が、関係各位の熱意のお陰であろう。また、検診開
始年齢が２０歳に引き下げられ、若年者の受診が加
わったせいもあろう。年齢階級別では、やはり６０歳
代が最も多く、５０歳代、３０歳代の順である。期待さ
れた３０歳未満の受診者は６０４名、３％で、昨年の
４．３％を下回ったが、５０歳未満の若年層の受診者は
３６．４％を占めていた。初診受診者率は２９．７％で、昨
年より０．５％下回った。うち若年者の割合は３０歳未
満７．９％、３０歳代３３．０％と高かった。細胞診クラス
分類では、細胞診クラスIIIa以上の要精検者は８６名
（０．４３％）、クラスII要再検者は６２名（０．３１％）だっ
た。両者合わせた要再検・精検率は０．７４％である。
なお、昨年は０．６３％だった。再・精検実施率は平成
２０年７月の時点で、８６．４９％、うち精検者８３．７２％、
再検者９０．３２％だった。
　発見癌のうち頸癌は２０例（上皮内癌９例、Ia期癌
２例、Ib期以上６例、病気不詳２例、腺癌１例）で、
早期癌が６６．７％を占めていた。頸癌発見率は０．１％
（初診者では０．２５％）と例年に無く高かった。年齢
階級別では３０歳未満では２例の上皮内癌、０．３９％

（２５－２９歳での頻度）、３０－３４歳０．３９％、３５－３９歳
０．２％、４５－４９歳０．０８％、５５－５９歳０．１４％、６５－６９歳
０．１％だった。初診者の多い若年者で高い頸がん発
見率を示した．
　発見された異形成は４２例（軽度１６例、中等度１８例、
高度８例）で、異形成発見率は０．２１％である。年齢
階級別では、３０歳未満１．０％（２５－２９歳では１．１７％）、
３０－３４歳０．５９％、３５－３９歳０．３５％、４０－４４歳０．２６％、
４５－４９歳０．２４％、５０－５４歳０．１４％、５５－５９歳０．０７％、
６０－６４歳０．２１％、７０歳以上０．０４％だった。初診者か
らでは、異形成の発見率は０．３３％と一層高く、年齢
階級別では３０歳未満０．８６％（２５－２９歳では１．０２％）、
３０－３４歳０．６２％、３５－３９歳０．４％、４０－４４歳０．２５％な
どと、若年初診者に高く、検診の必要性が再確認さ
れる。
　細胞診クラスII再検は協会の特異的な分類である
が、再検受診者５６名から９例（発見率０．０４％）の異
形成（軽度６例、中等度３例）、また０期、Ia期癌も
各１例（発見率０．０１％）発見されている。
　例年見つけられている子宮頸癌以外の癌は、体癌
も含め本年度は発見されなかった。
　年度別統計では、車集検の受診者は年々減少を示
していたが、本年度の受診者は僅かながら上昇傾向
に転じた。恒常的になるよう期待される。本年度は
異形成と共に頸癌の発見率が急上昇していた。

評　　　価

　以上、本年度に実施された検診は、適正に処理さ
れる実績を示した。
　平成１６年から子宮がん検診が見直され、２０歳以上
の婦人に２年毎に実施されるシステムとなった。ま
た、横浜市での車集検が中止された。このような変
動期にあって、昨年度まで車集検の受診者が激減し
たが、本年度の実績は昨年度に比べ増加傾向を示し
た。しかし、昨年度に２０歳代の受診者が初診者の中
で１３％を占めていのに比べ、本年度は３％に止まっ
た。２０－３０歳代の若年者では異形成や頸癌の発見率
が高いところから、若年者の子宮がん検診受診が一
層勧奨される。今後、若年者の子宮がん検診受診の
意識が車集検を通じて涵養されること、さらには他
の検診システムも含めて若年者の検診が広く普及す
ることを期待したい。
　平成１９年にがん基本法が施行された。本法では、
がん検診精度管理の重要性が指摘されている。本車
集検での年次集計は、子宮がん検診の精度管理の先
駆けとなろう。また、がん検診受診率５０％の目標も
掲げられた。車集検でも、一層充実した活動を行っ
て行きたい。

子宮がん検診（車検診）

関係の集計表は８８頁に掲載
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